
特
集
・
都
市
と
イ
ベ
ン
ト
⑤

新
し
い
都
市
づ
く
り
と
イ
ベ
ン
ト
〈
試
論
〉
・
み
な
と
み
ら
い
2
1

吉
田
昌
文

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
み
な
と
み
ら
い
2
1
の
計
両
論

三
―
ひ
と
の
集
ま
り
・
情
報
の
集
積

四
―
諸
都
市
の
事
例
（
ひ
と
の
集
ま
り
・
情
報
の

　
　
　
集
積
）

五
―
み
な
と
み
ら
い
2
1
と
イ
ベ
ン
ト

六
―
イ
ベ
ン
ト
と
業
務
機
能
の
集
積

七
―
お
わ
り
に

一
―
は
じ
め
に

　
昨
今
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
各
地
の
都
市
で

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
都
市
づ
く
り
に
お
け

る
そ
の
有
効
性
が
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
の
よ
う
な
壮
大
な
都

市
づ
く
り
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
役
割
を
考
え

た
場
合
、
イ
ベ
ン
ト
は
都
市
づ
く
り
の
戦
略
的

な
手
段
で
あ
り
、
基
盤
整
備
、
各
種
の
都
市
シ

ス
テ
ム
の
整
備
、
景
観
づ
く
り
、
施
設
建
設
、

業
務
誘
致
活
動
、
広
報
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
「
ハ
ー

ド
」
と
「
ソ
フ
ト
」
の
総
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ

る
。

　
本
稿
で
は
、
都
市
づ
く
り
に
お
け
る
「
ひ
と

の
集
ま
り
・
情
報
の
集
積
」
と
い
う
問
題
に
着

目
し
、
新
し
い
都
市
づ
く
り
「
み
な
と
み
ら
い

2
1
」
と
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み

た
い
。

二
―
み
な
と
み
ら
い
2
1
の
計
画
論

　
安
政
六
年
の
開
港
以
来
、
横
浜
は
近
代
文
明

発
祥
の
地
と
し
て
数
々
の
偉
大
な
功
績
を
歴
史

の
中
に
残
し
て
き
た
。
戦
後
は
、
国
際
港
湾
都

市
・
工
業
都
市
と
し
て
日
本
経
済
の
発
展
に
貢

献
し
、
い
ま
や
先
進
的
な
技
術
産
業
の
集
積
と

三
百
万
人
の
市
民
を
擁
す
る
わ
が
国
第
二
の
大

都
市
に
発
展
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
、
東
京
と
い
う
巨
大
都

市
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
広
域
的
な
経
済

圏
に
包
み
込
ま
れ
、
昼
夜
間
入
口
比
率
が
低
い

こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
業
務
機
能
の
集
積
が

不
十
分
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
商
業
施
設
や

文
化
施
設
に
つ
い
て
も
そ
の
多
く
を
東
京
に
依

存
す
る
と
い
っ
た
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
都
市
構
造

を
有
し
て
い
る
。

　
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
は
、
既
存
の
都
心
地

区
（
横
浜
駅
周
辺
地
区
・
関
内
伊
勢
佐
木
町
地

区
）
に
隣
接
ナ
る
臨
海
部
を
再
開
発
し
、
都
心

と
融
和
し
た
港
湾
施
設
を
再
整
備
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
都
市
機
能
を
呼
び
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
2
1
世
紀
に
向
け
て
、
横
浜
を
首
都
圏
の

中
核
都
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
自
立
性
を
も
ち

活
力
の
あ
る
都
市
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
そ
の
た
め
に
、
中
枢
管
理
機
能
の
集
積
を
図

る
と
と
も
に
、
文
化
、
国
際
交
流
、
商
業
、
都

心
住
宅
な
ど
様
々
な
都
市
機
能
を
誘
導
し
、
そ

れ
ら
を
有
機
的
に
融
合
さ
せ
た
活
力
あ
ふ
れ
る

魅
力
的
な
都
市
づ
く
り
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
計
画
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
街
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
方

　
ａ
　
国
際
的
な
業
務
と
文
化
を
中
心
と
し
た

　
　
　
街

　
ｂ
　
都
心
に
融
合
し
た
港
の
整
備

　
ｃ
　
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
魅
力
的
な
都
市
空

　
　
　
間
の
創
造

　
ｄ
　
新
し
い
都
市
シ
ス
テ
ム
の
導
入

②
計
画
の
フ
レ
ー
ム

　
ａ
　
計
画
人
口
―
就
業
人
口
一
九
万
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
住
人
口
一
万
人

　
ｂ
　
計
画
区
域
面
積
―
既
存
土
地
一
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
a
、
埋
立
地
七
六
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h
a
、
合
計
一
八
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
a

　
Ｃ
　
土
地
利
用
―
　
一
般
住
宅
八
七
h
a
、
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
路
・
鉄
道
用
地
四
二
h
a
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
・
緑
地
等
四
六
h
a
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
埠
頭
用
地
一
一
h
a
、
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
一
八
六
h
a

③
計
画
の
内
容

　
計
画
区
域
お
よ
び
立
地
を
図
る
施
設
に
つ
い

て
は
図
―
１
、
お
よ
び
表
―
１
に
示
し
た
と
お

り
で
あ
る
。

図一１　計画区域

三

ひ
と
の
集
ま
り
・
情
報
の
集
積

　
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
の
都
市
づ
く
り
を
考

え
る
上
で
の
重
要
な
視
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
。

い
か
に
し
て
「
ひ
と
」
が
集
ま
り
、
「
情
報
」

が
集
積
す
る
都
市
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
と
思
う
。

　
ひ
と
の
集
ま
り
・
情
報
の
集
積
に
よ
る
「
街

の
に
ぎ
わ
い
」
が
情
報
の
発
信
源
で
あ
り
、
新

し
い
文
化
の
生
ま
れ
る
素
地
で
あ
り
都
市
型
産

業
の
活
躍
の
場
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

表―1　立地を図る施設

　
　
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
に
ひ
と
が
集
ま
る
た

め
の
基
礎
的
条
件
と
し
て
は
、

①
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
に
つ
い
て
の
関
心
が

高
ま
り
話
題
性
を
も
つ
こ
と
。

②
良
好
な
ア
ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ィ
、
様
々
な
機
能

（
国
際
交
流
、
文
化
、
商
業
、
娯
楽
等
）
の
集

積
が
図
ら
れ
る
こ
と
、

が
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
す
た
め
の
前
提
と

し
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
広
報
Ｐ
Ｒ
活
動
等
の
「
ソ

フ
ト
」
と
基
盤
整
備
、
施
設
整
備
等
の
「
ハ
ー

ド
」
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
総
合
的
な
施
策

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

四
―
　
諸
都
市
の
事
例
（
ひ
と
の

　
　
　
　
集
ま
り
・
情
報
の
集
積
）

　
こ
こ
で
、
都
市
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
「
ひ

と
の
集
ま
り
・
情
報
の
集
積
」
を
め
ざ
し
た
話

題
性
の
あ
る
施
設
の
建
設
や
イ
ベ
ン
ト
、
広
報

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
る
諸
都
市
の

事
例
を
参
考
ま
で
に
ま
と
め
て
み
た
い
（
表
―

２
）
。

①
―
話
題
性
・
集
客
性
の
あ
る
施
設
の
整
備

　
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
都
市
等
に
お
け
る

都
市
づ
く
り
で
注
目
す
べ
き
は
、
国
際
交
流
施

設
の
充
実
化
と
そ
の
運
営
に
力
を
入
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。

　
国
際
交
流
施
設
充
実
の
た
め
力
を
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
条
件
整
備
と
し
て
は
、
良
好
な

ア
ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
宿
泊
施
設
の
完

備
、
観
光
資
源
・
余
暇
施
設
、
運
営
の
た
め
の

諸
条
件
（
通
訳
・
翻
訳
な
ど
）
を
整
え
る
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
文
化
施
設
等
の
中
で
は
、
パ
リ
の
「
ポ
ン
ピ

ド
ー
セ
ン
タ
ー
」
と
こ
れ
に
モ
ー
ル
で
結
ば
れ

て
い
る
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
フ
ォ
ル

ム
・
デ
・
ア
ル
」
が
市
内
で
最
も
人
を
集
め
て

い
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
三
つ
の
映
画
館
、
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
、
図
書
館
な
ど
が
一
体
と
な

っ
た
「
バ
ー
ビ
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
新
し
い
顔
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表
―
２

「
ひ
と
の
集
ま
り
・
情
報
の
集
積
」
を
図
る
た
め
の
施
策
の
事
例
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表
Ｉ
３
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
活
動
　
（
ソ
フ
ト
面
）
・
広
報
P
R
　
　
　
　
6
0
.
1
0
現
在

表
―
４
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
活
動
（
ソ
フ
ト
面
）
・
　
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
　
　
　
6
0
.
1
0
現
在
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と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
巨
大
文
化
施
設

等
は
、
「
ひ
と
の
集
ま
り
・
情
報
の
集
積
」
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
と
し
て
、
フ
ロ
リ
ダ
に
お
け
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆
使
し
た
娯
楽
セ
ン
タ
ー
の

「
エ
プ
コ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
」
や
ア
メ
リ
カ
の
音
響

文
化
の
殿
堂
「
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
）
。
世
界
最
大
の
屋
外
音
楽
劇
場
「
ポ

プ
ラ
・
ク
リ
ー
ク
」
（
シ
カ
ゴ
）
。
さ
ら
に
ホ

テ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
と
し
て
有
名
な
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
「
エ
ン
バ
ー
カ
デ
ロ
・
セ
ン
タ

ー
」
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
「
ボ
ナ
ベ
ン
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル
」
　
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ

ー
」
な
ど
の
特
徴
の
あ
る
施
設
は
、
そ
の
施
設

自
体
の
特
徴
に
よ
り
話
題
性
・
集
客
性
を
も
ち

情
報
発
信
基
地
と
な
っ
て
い
る
。

②
―
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

　
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
参
考
に
な
る
の
は
、
人

集
め
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
知
恵
を
集
め
る
と

か
都
市
に
お
け
る
快
適
環
境
づ
く
り
を
促
進
さ

せ
る
な
ど
複
合
的
な
目
的
を
も
た
せ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　
ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
畔
の
再
開
発
を
最
終
目
的
と

し
な
が
ら
、
多
く
の
人
を
招
き
世
界
の
河
川
開

発
の
知
恵
を
集
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ニ
ュ

ー
オ
リ
ン
ズ
市
の
「
国
際
河
川
博
」
。
湖
岸
地

帯
の
再
側
発
を
目
的
と
し
、
発
見
の
時
代
を
テ

ー
マ
に
民
間
主
導
で
行
わ
れ
る
予
定
の
「
シ
カ

ゴ
'
9
2
万
博
」
。
都
心
に
住
居
を
つ
く
り
だ
す
た

め
の
建
築
コ
ン
ペ
が
テ
ー
マ
の
西
ベ
ル
リ
ン
市

の
「
国
際
建
築
博
」
。
都
市
の
緑
化
や
庭
園
化

を
テ
ー
マ
と
し
て
造
園
専
門
家
や
園
芸
愛
好
家

を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
る
西
ベ
ル
リ
ン
市
の

　
「
国
際
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
」
な
ど
で
あ
る
。

　
国
内
で
は
、
神
戸
市
の
公
共
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

事
業
と
し
て
集
中
的
・
先
行
的
に
公
共
投
資
が

行
わ
れ
た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
た

「
ポ
ー
ト
ピ
ア
'
8
1
」
や
本
年
開
催
さ
れ
た
「
ユ

ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
」
。
さ
ら
に
大
阪

城
築
城
四
百
年
祭
り
を
は
じ
め
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
数
年
に
渡
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る

「
大
阪
2
1
世
紀
計
画
」
な
ど
が
参
考
と
な
ろ
う
。

　
そ
の
他
、
街
全
体
を
劇
場
空
間
と
し
て
様
々

な
演
出
を
施
し
て
成
功
し
た
「
渋
谷
公
園
通

り
」
。
旅
館
の
二
世
経
営
者
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
な
り
、
映
画
祭
・
音
楽
祭
な
ど
を
行
い
自

立
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
る
「
大
分
県
湯
布
院
」

の
例
。
全
国
各
地
か
ら
演
劇
フ
ァ
ン
が
押
し
寄

せ
た
「
富
山
県
利
賀
村
」
の
世
界
演
劇
祭
な
ど
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
趣
好
を
こ
ら
し
た
企
画
が
、
話

題
と
注
目
を
集
め
る
と
と
も
に
、
文
化
的
経
済

的
波
及
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

③
―
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
は
、
行

政
と
民
間
企
業
（
旅
行
代
理
店
、
ホ
テ
ル
、
劇

場
、
航
空
会
社
、
マ
ス
コ
ミ
等
）
が
一
体
と
な

っ
た
広
報
活
動
を
中
心
と
し
た
一
大
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
観
光
振
興
・
都
市
経
済
の
活
性
化
に
大

き
く
貢
献
し
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

ま
ず
誘
引
対
象
を
余
暇
行
動
の
価
値
観
で
設
定

し
、
対
象
別
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
も
つ
既
存

資
源
を
整
理
し
、
ぞ
の
魅
力
を
多
種
多
様
な
メ

デ
ィ
ア
を
組
み
合
わ
せ
て
売
り
込
ん
で
い
く
総

合
的
・
戦
略
的
な
広
報
活
動
で
あ
る
点
で
あ
る
。

　
「
パ
リ
・
ビ
ラ
ー
ジ
ュ
」
は
、
七
月
十
四
日

革
命
記
念
日
を
中
心
と
ナ
る
市
民
参
加
の
長
期

的
催
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
村
」
の
概
念
を
導

入
し
、
村
の
規
模
で
人
々
の
触
れ
合
い
と
交
流

を
深
め
、
村
の
集
合
体
で
あ
る
パ
リ
の
歴
史
を

再
認
識
ナ
る
も
の
で
あ
る
。
パ
リ
ー
ビ
ラ
ー
ジ

ュ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
具
体
的
内
容
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
革
命
記
念
日
前
夜
祭
、
パ
リ
マ

ラ
ソ
ン
、
セ
ー
ヌ
河
船
上
シ
ャ
ン
ソ
ン
シ
ョ
ー

収
穫
祭
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
秋
祭
、
パ
リ
の
子
供

村
、
…
…
な
ど
。

　
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
の
特
性
に
あ
っ
た
様

々
な
施
策
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
他
都
市
の
事

例
は
大
い
に
参
考
と
な
ろ
う
。

五
―
み
な
ど
み
ら
い
2
1
と
イ
ベ
ン
ト

　
前
章
に
お
い
て
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
の
計

画
論
」
お
よ
び
「
ひ
と
の
集
ま
り
・
情
報
の
集

積
」
と
そ
の
事
例
に
つ
い
て
ま
と
め
た
が
、
本

章
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
焦
点
を
あ
て
「
み
な
と

み
ら
い
2
1
と
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ
い
て
論
じ
る
こ

と
と
し
た
い
。

①
―
こ
れ
ま
で
の
活
動
（
ソ
フ
ト
面
）

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
事
業
Ｐ
Ｒ
が
中
心
で

あ
り
、
表
―
３
、
４
に
示
し
た
よ
う
な
活
動

（
広
報
Ｐ
Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト
）
を
行
っ
て
い
る
。

表－5　横浜の主要イベント（ヒアリング調査例）
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②
―
横
浜
の
イ
ベ
ン
ト
・
主
要
行
事

　
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
と
イ
ベ
ン
ト
を
考
え

る
前
段
階
と
し
て
横
浜
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

若
干
触
れ
て
み
た
い
。

　
横
浜
の
イ
ベ
ン
ト
主
要
行
事
は
、
主
催
と
参

加
形
態
が
市
内
で
完
結
し
た
規
模
の
小
さ
い
も

の
で
あ
り
、
他
都
市
の
観
光
化
さ
れ
た
伝
統
的

行
事
な
ど
と
比
べ
る
と
ニ
ュ
ー
ス
性
に
乏
し
く

Ｐ
Ｒ
効
果
も
小
さ
い
も
の
が
多
い
（
表
―
５
、

６
）
。

③
―
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
必
要
性

　
「
み
な
ど
み
ら
い
2
1
」
で
大
型
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
く
こ
と
は
、
横
浜
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
・
主
要
行
事
の
現
状
と
事
業
そ
の
も
の
が

も
つ
性
格
か
ら
強
く
要
請
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
。
（
た
だ
し
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
と
は
、
国
際

博
覧
会
、
国
際
○
○
大
会
等
社
会
的
財
産
の
取

得
、
イ
ン
フ
ラ
・
施
設
整
備
促
進
化
が
期
待
で

き
。
そ
の
開
催
に
よ
っ
て
市
外
か
ら
大
量
の
観

客
動
員
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
や
文
化

的
経
済
的
波
及
効
果
の
大
き
い
も
の
を
指
す
）

　
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
に
大
型
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
次
の
理

由
に
よ
る
。

①
基
盤
整
備
事
業
の
促
進
に
役
立
つ

②
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
の
Ｐ
Ｒ
と
都
市
活
動

　
の
イ
メ
ー
ジ
醸
成

③
都
市
拠
点
施
設
（
大
ホ
テ
ル
、
ホ
ー
ル
等
）

　
の
立
地
促
進

④
高
度
な
戦
略
を
も
っ
た
大
型
事
業
所
の
進
出

　
が
期
待
さ
れ
る
。

⑤
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
の
あ
る
新
し
い
機

　
能
の
複
合
的
様
相
が
生
ま
れ
て
く
る
。

⑥
経
済
的
文
化
的
波
及
効
果
を
望
め
る

④
―
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

　
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
み

な
と
み
ら
い
2
1
」
か
ら
訴
求
さ
れ
る
国
際
性
・

文
化
性
・
先
進
性
な
ど
の
テ
ー
マ
を
も
ち
、
ヨ

コ
ハ
マ
の
特
性
が
生
か
さ
れ
た
も
の
で
、
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
う
ま
ぐ
乗
る
も
の
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
行
政
主
導
の
ほ
か

に
民
間
主
導
・
市
民
主
導
型
の
も
の
も
期
待
さ

れ
る
（
表
―
７
）
。

⑤
―
大
型
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
行
政
の
役
割

　
大
型
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
行
政
の
役
割
と
し

て
は
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
併
せ
た
交
通
基
盤
の

整
備
・
公
共
施
設
の
整
備
、
開
催
後
の
施
設
利

用
・
跡
地
利
用
計
画
の
立
案
、
市
民
Ｐ
Ｒ
・
市

民
参
加
の
た
め
の
条
件
整
備
な
ど
の
ほ
か
に
、

観
光
振
興
や
商
業
振
興
の
た
め
の
各
種
の
施
策

が
考
え
ら
れ
る
。

⑥
―
都
市
づ
く
り
を
イ
ベ
ン
ト
化
す
る
発
想

　
海
外
事
例
な
ど
で
は
、
「
ひ
と
の
集
ま
り
・
情

報
の
集
積
」
を
期
待
で
き
る
施
設
が
数
多
く
建

設
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
と
併
せ
て
都
市
づ

く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
で
は
、
今
後
、
施
設

等
の
建
設
や
、
交
通
基
盤
の
整
備
、
都
市
景
観

の
形
成
を
図
っ
て
い
く
う
え
で
、
そ
れ
ら
の
事

業
自
体
を
イ
ベ
ン
ト
化
で
き
る
要
素
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
公
共
施
設
等
に
つ
い
て
人
々
は

「
ど
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
た
何
を
ど
の
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
で
つ
く
る
の
か
」
と
い
う
点
に
関

心
を
も
っ
て
お
り
、
国
際
コ
ン
ペ
や
ア
イ
デ
ア

募
集
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
、
人
気
投
票
な
ど
で

イ
ベ
ン
ト
化
で
き
る
。

　
地
区
内
交
通
な
ど
に
つ
い
て
も
、
動
く
歩
道

表－6　横浜のイベント・主要行事
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な
ど
の
ほ
か
に
も
、
イ
ベ
ン
ト
性
の
強
い
交
通

手
段
（
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
も
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

　
モ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
パ
レ
ー
ド
を
行
う
の

に
適
し
た
も
の
や
、
街
路
も
国
際
的
な
マ
ラ
ソ

ン
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
す
る
。
水
辺
は
、
人
間
と
水
辺
の
隔
り
が
な

く
多
く
の
人
々
に
憩
い
を
与
え
る
楽
し
い
環
境

（
イ
ベ
ン
ト
空
間
）
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
よ
う
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
「
自
由
の
女
神
」
の
大
改

修
を
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
社
が
ズ
ボ
ン
サ
ー
ド
し
イ

ベ
ン
ド
化
し
た
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト
概
念
を
拡

大
し
た
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
「
み
な
と

み
ら
い
2
1
」
の
推
進
に
あ
た
っ
て
も
、
イ
ベ
ン

ト
概
念
を
拡
大
し
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
事
業
地
区
全
体
を
イ
ベ
ン
ト
空
間
と
み
る
発

想
は
、
広
告
代
理
店
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
ど
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

⑦
―
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
展
開
の
イ
メ
ー
ジ

　
今
後
、
都
市
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
若
干
述

べ
て
み
た
い
。

（
ア
)
イ
ベ
ン
ト
展
開
の
必
要
条
件

(
ア
)
テ
ー
マ
性
を
も
つ

　
前
述
し
た
国
際
万
国
博
や
都
市
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
テ
ー
マ

性
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

テ
ー
マ
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ピ
ー
ル
カ

を
も
つ
こ
と
で
、
個
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
統
一
さ

れ
た
テ
ー
マ
の
下
で
動
く
時
、
相
乗
効
果
が
生

ま
れ
る
。
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
の
場
合
は
、

国
際
性
、
文
化
性
、
先
進
性
、
未
来
性
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
よ
う
。

(
イ
)
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る

　
イ
ベ
ン
ト
展
開
に
お
い
て
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
圏
域
と
し

て
は
、
市
民
・
県
民
を
中
心
と
し
て
東
京
圏
と

り
わ
け
大
田
・
世
田
谷
・
渋
谷
・
品
川
・
港
・

中
央
区
な
ど
に
住
む
人
々
、
年
齢
層
と
し
て
は

や
は
り
青
少
年
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
時

代
の
動
き
に
敏
感
な
「
高
感
度
人
間
」
と
呼
ば

れ
る
人
々
や
若
い
女
性
・
外
国
人
も
重
要
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

(
イ
)
イ
ベ
ン
ト
の
分
類
と
活
用

　
イ
ベ
ン
ト
の
種
類
は
多
様
で
あ
る
が
、
そ
の

分
類
に
つ
い
て
表
―
７
に
示
し
た
。
今
後
は
様

々
な
イ
ベ
ン
ト
を
、
基
盤
整
備
や
施
設
建
設
の

「
ハ
ー
ド
」
と
組
合
わ
せ
て
、
都
市
づ
く
り
の
シ

ナ
リ
オ
を
描
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
の
計
画
論
を
ふ
ま
え

　
「
ひ
と
の
集
ま
り
・
情
報
の
集
積
」
を
目
指
し

て
、
「
ソ
フ
ト
」
と
「
ハ
ー
ド
」
の
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ど
う
組
合
わ
せ
料
理
し
て
い
く
か
。

都
市
づ
く
り
に
と
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
一
過
性

の
祭
り
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
戦
略
的
な

手
段
と
し
て
活
用
ナ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ

る
。

（
ウ
）
段
階
的
展
開

　
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
う
え
で
、
事
業

の
進
捗
を
考
慮
し
て
い
く
つ
か
の
ヤ
マ
場
（
大

型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）
を
つ
く
り
な
が
ら
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
2
1
世
紀
へ
向
け
て
い
く

つ
か
の
ヤ
マ
場
を
も
う
け
な
が
ら
継
続
的
に
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
。
イ
ベ
ン
ト
と
施
設
の
善
循
環

に
よ
り
都
市
を
活
性
化
し
よ
う
と
い
う
「
大
阪

2
1
世
紀
計
画
」
と
類
似
し
た
考
え
方
で
あ
る
。

た
だ
し
、
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
の
場
合
、
都

市
づ
く
り
そ
の
も
の
を
イ
ベ
ン
ト
化
で
き
る
要

素
が
あ
る
点
と
、
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
を
質
の
高

い
都
市
空
間
の
創
造
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
洗
練
さ
れ
た
大
阪
型
」

と
も
呼
べ
る
も
の
に
な
る
と
思
う
。

　
段
階
的
展
開
の
イ
メ
ー
ジ
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

(
ア
)
第
一
段
階
〈
広
報
・
Ｐ
Ｒ
の
時
期
〉

　
大
き
な
投
資
を
せ
ず
事
業
Ｐ
Ｒ
が
中
心
の
時

期
（
着
工
記
念
イ
ベ
ン
ト
、
起
工
式
、
日
本
丸

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
新
都
市
セ
ン
タ
ー
オ
ー

プ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
美
術
館
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

な
ど
）

(
イ
)
第
二
次
段
階
Ａ
記
念
事
業
、
街
の
一
部
オ
ー

　
プ
ン
に
合
わ
せ
て
展
開
ナ
る
時
期
▽

　
市
政
百
周
年
事
業
や
民
間
施
設
街
区
オ
ー
プ

ン
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
時
期
。
昭
和

6
4
～
6
5
年
頃
。

(
ウ
)
第
三
次
段
階
〈
交
通
施
策
に
合
わ
せ
て
展
開

ナ
る
時
期
〈
昭
和
6
9
年
頃
。

　
湾
岸
道
路
や
み
な
と
み
ら
い
2
1
線
の
開
通
に

合
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
時
期
。

（
エ
)
第
四
次
段
階
Λ
神
奈
川
国
体
（
昭
和
七
十
三

年
）
開
催
に
合
わ
せ
て
展
開
す
る
時
期
Ｖ

（
エ
）
イ
ベ
ン
ト
の
会
場

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
は
、
次
の
三
つ
が
あ

ろ
う
。
（
た
だ
し
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

や
船
舶
を
利
用
し
た
も
の
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど

を
除
く
）

(
ア
)
横
浜
駅
東
口
地
区

表－7　イベントの分類
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横
浜
新
都
市
ビ
ル
に
お
け
る
常
設
の
M
M
2
1

ス
タ
ジ
オ
（
み
な
と
み
ら
い
2
1
P
R
コ
ー
ナ
ー
）

が
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

(
イ
)
中
央
地
区

　
日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
や
美
術
館
や
民

間
施
設
街
区
な
ど
の
ほ
か
に
、
当
面
は
未
利
用

の
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
（
埋
立
地
等
）
を
確
保
で
き

る
可
能
性
の
あ
る
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
空
間
と

な
る
。
〈
暫
定
土
地
利
用
計
画
の
必
要
性
〉

(
ウ
)
新
港
地
区

　
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
特
性
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
が
望
ま
れ
る
（
例
―
倉
庫
芸
術
、
ビ

ア
・
フ
ェ
ス
タ
な
ど
）
。

六
―
イ
ベ
ン
ト
と
業
務
機
能
の
集
積

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
業
務
機
能
の
集
積
を
は
か
る

う
え
で
触
媒
と
し
て
の
役
割
を
期
待
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。
業
務
機
能
集
積
の
前
提
条
件
と
な

る
事
業
Ｐ
Ｒ
は
、
各
種
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
に
よ
っ
て
効
果
を
生
む
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

た
と
え
Ｐ
Ｒ
が
浸
透
し
て
も
実
質
的
な
需
要
を

生
む
も
の
で
な
け
れ
ば
、
業
務
機
能
の
集
積
は

望
め
な
い
。
で
は
、
実
質
的
な
需
要
を
生
み
出

せ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と
は
何
か
。
や
は
り
、

国
際
的
に
も
ア
ピ
ー
ル
カ
が
あ
り
、
多
く
の
人

々
が
各
地
か
ら
集
っ
て
く
る
よ
う
な
大
型
イ
ベ

ン
ト
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
併
せ
て
話

題
性
が
あ
り
集
客
力
の
あ
る
施
設
や
交
通
基
盤

を
整
備
ナ
る
と
い
っ
た
複
合
的
な
施
策
に
よ
っ

て
実
質
的
な
需
要
を
生
み
出
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
で
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
内
の
施
設
の
中
で
、
市
民
広
場
、
南
公
園
、

国
際
交
流
会
館
、
国
際
展
示
場
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
な
ど
の
施
設
を
、

博
覧
会
開
催
に
合
わ
せ
て
神
戸
市
が
整
備
し
、

会
期
中
は
効
率
的
に
利
用
し
た
。
そ
し
て
、
終

了
後
も
そ
の
施
設
を
十
分
に
活
用
し
な
が
ら
結

果
的
に
は
、
出
展
企
業
や
協
賛
企
業
を
は
じ
め

多
く
の
企
業
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
へ
進
出

し
た
と
い
う
事
例
は
多
く
の
示
唆
を
含
ん
で
い

る
。

　
イ
ベ
ン
ト
が
、
直
接
的
に
業
務
機
能
の
集
積

に
結
び
つ
く
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
や
は
り

別
の
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
な
る

だ
ろ
う
が
、
「
ひ
と
の
集
ま
る
都
市
づ
く
り
」

を
め
ざ
し
て
、
関
係
者
が
協
力
し
て
様
々
な
施

策
や
活
動
を
行
っ
て
い
け
ば
。
。
「
街
の
に
ぎ
わ

い
」
が
形
成
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
都
市
型
産
業
の

受
け
皿
と
な
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

七
ｌ
お
わ
り
に

　
都
市
づ
く
り
に
と
っ
て
「
ひ
と
の
集
ま
り
・

情
報
の
集
積
」
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
な

要
素
で
あ
る
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
。
他
都
市

の
例
で
も
、
話
題
性
・
集
客
力
の
あ
る
施
設
の

整
備
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
な
ど
を
戦
略
的
・
複
合
的
に
行
い
、

ひ
と
の
集
ま
り
・
情
報
の
集
積
を
通
じ
て
街
の

に
ぎ
わ
い
形
成
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
の
場
合
、
事
業
の
節

目
毎
に
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
。
合
い
間

に
中
小
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
実
施
し

「
街
の
に
ぎ
わ
い
」
づ
く
り
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で

は
不
十
分
で
、
施
設
自
体
の
特
徴
に
よ
っ
て
話

題
性
を
提
供
し
た
り
、
シ
ン
ボ
ル
性
、
視
覚
性

を
狙
っ
た
集
客
力
の
あ
る
核
的
施
設
が
、
イ
ベ

ン
ト
に
合
わ
せ
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
さ
ら
に
、
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
地
区
を

イ
ベ
ン
ト
空
間
と
捉
え
、
交
通
整
備
や
施
設
建

設
、
景
観
形
成
自
体
も
イ
ベ
ン
ト
化
す
る
発
想

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
こ
れ
ま
で
、
イ
ベ
ン
ト
や
核
的
施
設
建
設
の

実
施
主
体
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
行
政
主
導
の
ほ

か
に
民
間
主
導
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
期

待
さ
れ
る
と
と
も
に
中
小
規
模
の
も
の
も
、
各

街
区
毎
に
地
権
者
を
中
心
と
し
て
関
係
機
関
の

協
力
を
集
め
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

核
的
施
設
に
つ
い
て
は
、
神
戸
市
が
あ
の
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
各
種
の
施
設
を
整
備
し
た
よ

う
に
、
行
政
に
よ
る
大
規
模
な
先
行
投
資
が
あ

る
程
度
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
民
間
の
様
々
な
施
設
の
建
設
が
誘
発
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
来
春
、
都
市
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

「
み
な
と
み
ら
い
2
1
彫
刻
展
」
ヨ
コ
ハ
マ
・
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
ー
を
日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

で
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
多
く
の
来
場
者

に
文
化
的
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
受
賞
作
品
の
多
く
は
「
み
な
と
み
ら
い

2
1
」
地
区
に
永
久
設
置
さ
れ
都
市
の
景
観
形
成

に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
新
し
い
都
市

づ
く
り
に
と
っ
て
効
果
的
な
演
出
と
な
り
、
文

化
の
ス
パ
イ
ス
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
な
ろ

　
こ
の
よ
う
に
、
都
市
づ
く
り
に
貢
献
す
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
継
続
的
に
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
一
方
で
、
「
み
な
と
み

ら
い
2
1
」
に
と
っ
て
の
〈
メ
イ
ン
デ
ィ
シ
ュ
〉

（
大
型
イ
ベ
ン
ト
、
核
的
施
設
等
）
の
た
め
の

材
料
集
め
や
仕
込
み
を
怠
り
な
く
準
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

〈
株
式
会
社
横
浜
み
な
と
み
ら
い
2
1
推
進
部
〉

調査季報86 85. 1037

う
。
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